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１学期の終わりにあたり

校長 高野 拓実

入学式の感動から始まった１学期も本日で終了します。お陰をもちまして，天候に恵まれた

運動会をはじめ，１学期中に計画していた諸行事を予定通りに実施することができました。こ

の間，保護者，地域の皆様には，本校の教育活動に多くのご支援・ご協力をいただき，ありがと

うございました。深く感謝申し上げます。

この７月は，１２０周年記念式典に向けての合唱練

習にも熱が入ってきました。７月１９日（金）には１学期

最後の全校練習を行いました。合唱曲である嵐の

『ふるさと』を，元気な歌声で体育館いっぱいに響か

せていました。１２０周年記念式典に向けて，全校児童

の気持ちが歌声とともに一つになっているなと嬉し

く思いました。９月８日の式典当日が今から楽しみで

す。

また，今年度から評価の２期制がスタートし，１学期末に個人懇談を行いました。例年ですと，

お子様の学習や生活等の状況を通知表でお伝えしていたところですが，今年は個人懇談を

通してご家庭毎に直接お話させていただきました。今回の懇談の内容を基に，お子様の更な

る成長に向けて取り組んで参りたいと考えております。

いよいよ明日から２５日間の夏休みに入ります。休みを有意義に過ごすためには，子どもた

ち自らが課題を考え見つけ，図書館などを使って調べまとめ，よりよく解決していく学習が大

切です。しかし，子どもだけではなかなか課題が見つからないことが多いようです。そうした

時に，子どもの相談に乗ってあげることで，親子のふれ合いも深まるものと思います。

また，１日の生活リズムをしっかり整えることが大切です。しっかり食べて，しっかり寝ること

はもちろん，事故やケガの無い夏休みにしてほしいと思います。特に，自転車の乗り方，不審

者，熱中症等が心配されます。学校でも安全指導に努めていますが，各家庭でのご指導をよ

ろしくお願いいたします。

８月２０日（火）の２学期始業式に，全校の皆さんが，元気な笑顔とともに登校してくることを

待っています。地域の皆様には，休み中の子どもたちを温かく見守っていただけますようお

願いいたします。

☆生活目標 元気よくあいさつをしよう

☆給食目標 夏の食生活に気をつけよう

☆保健目標 暑さにまけないからだをつくろう

◇本年度の重点目標
自他の成長を喜べる子どもの育成

笑顔いっぱい!!できた!わかった!がんばった!
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美瑛町の大雪青少

年交流の家で志比内

小と二校合同の宿泊

研修を実施しました。

麓は真夏日でした

が，高地らしい爽や

かな天候の下，ウォー

クラリーやニュースポ

ーツなどを体験しまし

た。

一泊二日の研修を

通して，仲間との絆

を深めながら集団生

活のルールやマナー

を学ぶことができま

した。

「夢の教室」が志比内小の５年生と合同で行われました。

この教室は，世界の第

一線で活躍している現役

選手やＯＢを講師として

招き，その体験談を通し

て子どもの心身の健全な

成長に寄与するというね

らいのもと開催されてい

るものです。

今回の「夢先生」は，

ビーチサッカー日本代表

の茂怜羅オズ選手でした。

前半のゲームと後半の授

業を通して「仲間と協力

することの大切さ」「夢

を持つことの大切さ」を

学びました。

「夢の教室」を通し，改めて自分の夢やこれからの生き

方について考えを深めることができました。

先月末の出来事ですが，町教委主催「ガチパラ」の広報

活動の一環で，リオパラリンピックウィルチェアラグビー

銅メダリストの池崎大輔選手が来校しました。食堂で一緒

に給食を食べて，その後の休み時間には５年生が競技用車

椅子「ラグ車」に試乗させていただきました。短い時間で

したが，ウィルチェアラグビーの迫力を感じるとともにパ

ラスポーツへの関心を高める機会になりました。

昨年度より「学校における働き方改革」の一環で，

学校閉庁日の取組を実施しております。本校では，８

月１３日（火）～１６日（金）の期間に設定いたしま

す。地域や保護者の皆様のご理解とご協力をお願いい

たします。

なお，「学校閉庁日」には基本的に教職員が不在とな

るため，万が一緊急連絡が必要な事態が生じた場合は，

東神楽町教育委員会教育推進課（℡８３－５４０６）

までご連絡ください。

４年生が社会科の学習で大雪消防組合東消防署を見学し

てきました。消防車や救急車の内部や装備品，消防署内の

施設など普段目にすることのないところを見せていただき

ました。また，全員が消防服での放水体験をさせてもらい

ました。

見学を通して，人命救助にあたる消防士の方々の使命感

に触れることができました。


